
ム

ム
ヲ
サ
・
一
平

ハ
ル

材
資
玄
叉
安
元
に
作
る
。
沼

抑
制
金
左
衛
門
。
父
兵
助
の
政
一
台
百
石
を
邸
玄
、
中
小

将
談
前

・
御
歩
到
に
任
じ
、
元
総
四
年
間
日
。
そ
の
路

四
郎
五
郎
一
之
に
至
っ
て
家
断
絶
し
た
。

ム
ラ
サ
ハ
安
ニ
ヒ
サ
村
選
回
久
凶
一
日
奥
右
衛

門
凶
殴
の
子
典
右
衛
門
閥
久
は
、姓
を
村
仰
と
改
め
、

鐙
象
限
耐
と
し
て
加
賀
野
の
御
細
工
者
に
な
っ
た
。

そ
の
子
に
奥
平
次
凶
定
が
あ
り
、
文
そ
の
子
鋲
次
郎

又
は
揃
左
衛
門
凶
和
も
御
細
工
惑
に
列
し
て
閉
山
末
に

京
っ
た
。

ム
ラ
サ
ハ
空
ニ
ヨ
シ
村
羽
帰
国
吉

村
線
凶
吉
は

村
様
奥
右
衛
門
凶
久
の
門
人
で
あ
っ
た
。
凶
吉
銀
出
掛

川
山
の
設
に
精
し
く
、
加
賀
拙
仙
の
御
釧
工
省
と
な
っ
て

出
川
等
を
加
へ

、
又
は
そ
の
山
M

M

を
試
む
る
問
問
に
任

ず
る
者
宇
一
い
ふ
。
十
村
限
り
で
任
命
す
る
。
一

に
部

分
肝
煎
と
い
ふ
こ
と
も
あ
ろ
。

円
七
〉
加
役
肝
煎
!
一
村
に
廓
般
が
あ
っ
て
稲
査
を
裂

す
る
と
き
、
十
村
は
そ
の
組
内
で
年
功
あ
る
肝
煎
を

臨
時
に
使
間
す
る
こ
と
が
あ
る
。
之
を
加
役

m
m又

は
加
役
人
と
い
う
た
。

ム
ラ
ゴ
イ
ン
村
御
印
滞
政
の
時
、
各
村
の
平

日
・
引
出
合
及
び
小
物
成
の
踊
顕
在
定
め
、
続
侠
の
M
M

印
を
加

へ
て
そ
の
村
に
輿
へ
る
山
町
一
聞
を
い
う
た
。
殴

安
元
年
前
凶
利
治
が
領
内
の
惣
織
地
を
命
じ
、
三
年

初
め
て
村
御
印
を
下
附
し
た
に
起
る
。
次
い
で
利
協

は
改
作
法
脅
胞
行
L
、
誕
め
て
悶
出
向
二
年
八
月
初
日

附
の
村
御
印
を
奥
へ

、
冗
文
十
年
七
月
口
米
の
訟
を

改
定
し
て
、
ま
た
同
年
九
且
七
日
附
の
羽
御
印
と
交

換
し
た
。
加
到
務
中
で
も
、
長
氏
の
初
回
領
で
あ
っ
た

出
品
字
削
柑
に
は
、
延
間
以
七
年
三
且
十
三
日
附
で
そ
れ

を
奥
へ

、
初
め
円
相
山
川
領
で
あ
っ
た
刑
制
同
部
千
路
怒

八
ヶ
村
に
は
諸
政
十
二
年
六
月
十
日
附
で
交
附
し
て

ゐ
る
。

フ

ム
ラ
セ
カ
ツ
タ
ダ
村
瀕
克
忠

沼
抑
制
久
太
夫
、

字
は
恕
夫
、
致
資
と
脱
し
た
。
口
平
三
年
加
到
に
生

ま
れ
、
若
年
江
戸
に
往
き
、
別
氏
に
よ
っ
て
長
附
滋

行
大
岡
悩
附
守
に
仕
へ

、
六
年
に
し
て
ま
た
江
戸
に

巡
っ
た
が
、
能
く
も
な
〈
山川前
守
が
卒
し
た
。
是
よ

り
克
忠
仕
訟
の
志
な
く
、
四
方
に
州
都
L
、
終
に
慈

母
に
侍
す
る
錆
郷
里
に
邸
っ
て
門
下
に
教
授
L
、
明

和
二
年
十
且
廿
八
日
入
十
歳
を
以
て
裂
し
た
。
克
忠

F，
柑
あ
旬
、
最
も
封
談
に
妙
を
得
た
が
、
町
術
な
き

も
の
は
決
し
て

口
に
し
な
か
っ
た
。

ム
ラ
セ
h
y
エ
モ
ン
村
瀬
九
右
衛
門
憐
五
百
.h。

大
坂
刊
役
に
従
軍
し
、
二

J

丸
口
で
首

一
つ
キ
em
山た

が
、
流
永
六
年
そ
の
子
四
郎
右
術
門
が
、
金
問
の
布

衛
門
慌
で
、
前

m直
之
等
と
附
略
し
て
死
ん
だ
錦
、

到
拐
に
既
刊
い
て
亦
斬
殺
せ
ら
れ
た
。

ム
ラ
セ
へ
イ
エ
モ
ン
村
瀬
平
右
衛
門

初

名
服

部
出
雲
守
o
土
佐
守
の
子
o
m
凶
長
抗
年
前
凶
日間
誌
に

仕
へ
て
千
石
を
受
け
、
姓
名
を
村
副剛一
中
布
術
門
と
改

め
た
。
こ
の
平
右
衛
門
か
ら
沼
代
平
右
衛
門
の
時
、

亭
保
十
年
子
な
く
し
て
家
断
縦
し
た
。

ム
ラ
セ
マ
タ
ツ
グ
村
瀬
又
次

克
忠
の
子
。
泊

朝
桝
仙
右
衛
門
。
宰
は
子
問
。
爺
誌
の
録
に
句
約
を
授

け
た
が
、
関
年
仕
へ
て
同
卿
，M
凶
浮
臼
の
文
明
と
な

っ
た
。ム

ラ
究
キ
エ
モ
ン
村
田
喜
右
衛
門

初
め
て
前

m利
常
に
仕
へ
て
三
百
石
や
-m
川
L
、
子
孫
品
川
に
附
製

す
る
。

ム批俸=一
十
依
を
受
け
、
ご
代
庄
九
郎
氏
安
も
亦
御
細

工
詣
で
あ
り
、
三
代
和
三
郎
同
衣
の
時
一
止
政
維
析
に

際
し
て
そ
の
聡
そ
厳
し
た。

ム
ラ
ス
ミ
キ
ヨ
材
純
清

字
は
文
滋
。
賠
々
知
・

背
撲
と
蹴
し
た
。
資
料
十
三
年
内
川

m校
一
容
の
恐
が

あ
る
。

ム
ラ

9
.ケ
ン
エ
モ
ン
村
田
源
右
衛
門

大
型
一
寺

務
士
。
入
布
衛
門
の
却
で
、
承
服
巾
新
に
召
出
さ

れ
融
七
十
石
を
受
け
た
。
そ
の
天
性
俊
敏
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
秘
製
新
銀
に
芯
か
れ
て
、
狐
青
山
武
〈
こ
と

そ
工
夫
し
、
総
側
に
来
た
能
脅
附
子
を
明
け
て
手
制
加

に
し
た

ιと
も
あ
る
と
い
」
。
孤
右
衛
門
は
ま
た
坂

網
の
法
に
川
出
る
羽
田圃の
制
約
者
で
あ
る
と
刊
に
偲
へ

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
創
始
塙
で
は
な
〈
、
出
に
坂
剥

を
能
〈
使
用
し
た
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
。

ム
ラ
タ
ゴ
コ
ウ
ト
ウ
村
田
五
香
湯

J
プ
コ
ウ

ト
ウ

一
点
呑
場
。

ム
ラ
h
F
ジ
ザ
エ
モ
ン
村
田
治
左
衛
門

初
め
て

前
削
利
日
に

U
へ
て
二
百
石
を
領
し
た
。
子
係
掛川
に

間
裂
す
る。

ム
ラ
生
シ
へ
Z

村
田
回
兵
衛
父
は
浦
上
九
郎

左
衛
門
。
υ十
円
時
多
禿
家
の
敗
峨
後
、
院
長
拡
年
前
凶

利
M
K
に
院
都
L
、
政
千
武
百
石
山
P
受
け
、
御
M
m
遡
聞

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
犯
永
六
作
正
月
三
日間
日
。
子
張
旅

に
卵
拠
す
る
。

ム
ラ
虫
ス
イ
ジ
ョ
ウ
村
田
翠
丈

金
持
の
例
入
。

泊
純
良
助
父
は
銭
年
。
仰
は
千
虫
、
山寸は
凶
m出
。
大

坂
口
出
間
山
の
門
に
月
六
ひ
、恕
丈
・芝
川
・怨
除
と
似
し
、

後
に
脳
山
の
名
を
綴
ぎ
、
四
国
む
を
総
附
し
た
。
傍
ら

丹
背
を
好
み
、
北{訴
の
投
を
能
く
し
た
。

ム
ラ
主
ナ
リ
ミ
チ
村
田
成
路

沼
椴
長
太
郎
・牢

助
。
天
保
四
年
七
月
実
九
郎
右
街
門
長
悲
の
治
知
五

百
石
を
街
し
、
御
出
血
怨
組
に
班
し
、
御
初
怒
行

・
殴

作
方
川
河
川
分
加

・
剛
山
盛
山
中
御
抱
守
に
限
任

L
、
後
大

小
府
組
に
利
じ
て
談
御
納
戸
府
中
行
等
と
な
り、

際
限

叉
臼
不
老
開
地
不
死
丸
と
脱
L
、
狂
倣
を
mu
く
し
た
。

ム
ラ
虫
ハ
チ
エ
モ
ン

村
田
八
右
衛

門

大

恕
寺

滞
士
。

正
保
巾
召
出
さ
れ
て
政
二
百
石
を
受
け、

原

田
統
の
槍
術
を
能
く
し
て
之
そ
敬
授
し
た
。

1¥ 
四

ム
ラ
ヒ
ガ
シ
カ
hz

村
東
方

以
正
二
年
遺
内
民

間
担
銃
砲
凶
役
引
μ
刊
に
、『
こ
は
八
百
出
十
文
、
相
河
川
捌

三
郎
加
到
凶
村
東
方
判
門
松
任
成
丸
之
段
銭
』
と
あ
る
。

加
賀
志
徴
に
、
村
東
方
は
相
河
村
の
東
方
で
、
今
む

束
相
河
で
あ
ら
う
。
東
寺
文
部
緊
如
何
ご
年
凶
且

H
七

日
附
左
衛
門
佐
判
部
に
、『
加
的
凶
制
河
村
割
方
相
川

加
賀
守
跡
一
宮
止
。
』
と
も
あ
る
と
犯
す
ろ。

ム
ラ
マ
ツ
村
松

能
楽
抑
制
措
印
刷
出
に
邸
す
ろ
訟

附
の

一
部
で
あ
っ
た
が
、
大
田
町
寺
滞
で
は

一
村
と
し

て
取
扱
う
て
居
た
。
明
治
以
降
亦
獅
，B
押印
訴
と
す
ろ
。

ム
ラ
ヅ
ケ
チ
ョ
ウ
村
附
帳

↓
サ
y
y
ユ
ウ
ム

一
フ
ヅ
ケ
チ
ョ
ウ
三
州
村
附
娘
。

ム
ラ
ド
ウ
Z

ツ
村
道
知

一
闘
の
弟
粥
助
の
子
。

元
和
六
年
前
問
利
治
に
仕
へ
て
合
力
米
若
干
交
交

け
、
詑
永
十
年
四
日
。
子
孫
務
に

mm国
ナ
る
。

ム
ラ
ト
ウ
キ
ヨ
ヲ
村
東
旭

辿
桝
金
作
、
怖
は

附
俊
。
引
潟
水
山
人
・
京
地
又
は
叫封
附
粁
と
川
配
L
、
引

を
陪
駒
の
門
に
政
ん
だ
。
加
白
山
帥
の
御
削
工
者
加
と

な
り
、
刊
新
永
四
年
正
月
抗
日
夜
。

ム
ラ
ト

ニ
ユ
ウ
村
斗
入

加
引
の
例
入
。
一
盟

問
問
と
鋭
L
、
天
明
五
年
そ
の
一
世
東
山
容
色
に
は
斗
入

坊
元
室
と
記
さ
れ
る
。
生
髭
行
制
を
耶
と
し
、
開
年

名
古
屋
に
止
っ
た
が
、
文
化
二
年
八
月
信
州
別
所
地

泉
に
遊
び
、
乙
黛
の
許
に
て
問
問
。

ム
ラ
/
プ
ヤ
ス
村
陳
救

逝
縦
長
次
郎
・震
縦
・

木
工
右
衛
門
。
貸
出
四
十
三
年
交
才
間
監
修
の
治
知
五

百
石
を
受
け
、
-X
小
勝
・金
谷
袋
小
問
御
表
小
将
・
御

荻
小
将
柿
門
よ
り
、
次
第
に
狩
加
し
て
定
番
問
に
一m

u、
天
保
元
年
百
一
品
十
石
を
加
へ

、
=
一
部
ー
致
仕
し
て

料
二
百
石
を
受
け
た
。

ム
ラ
パ
イ
ガ
ク
村
楳
岳

父
は
京
旭
。
宇
は
子

語
、
名
は
館
。
父
に
つ
い
て
知
キ

-mん
だ
。
天
保
以

の
入
。

一


